
３学年道徳科 指導案 

                             日時  令和〇年△月□日▽校時 
                           児童  ××小学校３年１組 

                      授業者 芳賀憧子 
 
１ 主題名と教材名 

主題名 でんとうを受けつぐ (内容項目 C―伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度) 
 教材名 けいの秋田竿燈まつり (新版 みんなのどうとく３ Gakken) 
 
２ 本時の指導 

(１) ねらい 
 郷土の伝統や文化を受け継ぐために活動している人々の努力や思いついて話し合うことを通して、自
分の町に残る伝統や文化を大切にしようとする心情を育てる。 

(２) 展開 
 時間 学習活動 主な発問(〇)と児童の反応(・) 指導上の留意点
 導入 

５分
１ 授業の見通しを持
たせる。 
 
 
 
２ 課題設定 
 
 

〇学校、地域の伝統はどんなものがあるか。 
学→・運動会、学習発表会 
地→・祭り、イベント 
 
 
〇どうしてずっとそのイベントを続けるこ
とができるのだろうか。 

・学校→地域と範囲を広
げ、受け継がれるものにつ
いて考えやすい配慮をす
る。 
・地域での伝統から課題設
定につなげる。

 展開 
30 分

３ 範読し、心に残っ
たところを交流する。 
 
 
 
 
４ けいちゃんがずっ
と竿燈まつりに参加し
て い る 気 持 ち を 考 え
る。 
 
 
 

〇どのようなところが印象に残ったか。 
・けいちゃんが真剣に練習に向き合うとこ
ろ。 
・けいちゃんが小さいころからずっと続けて
いるところ。 
 
〇けいちゃんが小さいころからずっと続け
ているのはどうしてだろう。 
・竿燈まつりにあこがれているから。 
・あこがれがあることで、またやりたいと思
うから。 
 
 

・参加者側のけいちゃん目
線の感想を拾い、次の発問
につなげる。 
 
 
 
・参加する人の気持ちや思
いに共感させる。 
 
 
 
 
 

地域の伝統を受け継ぐのはどのような気持ちが大切なのか考えよう。



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ５   住 ん で い る 地 域
で、毎年行われている
祭りやイベントを調べ
る。 
 
 
 
 
６ 感染症で一度中止
になった行事が開催さ
れた際の、主催者側、参
加者側の気持ちを考え
る。

〇＋日報を活用し、岩手県内の 2022 年１月
から９月の伝統芸能や祭りに関する記事か
ら気になる記事を１つ選び、交流しましょ
う。 
・さんさ踊り 
・花巻まつり 
 
 
〇一度中止になった伝統芸能や祭りなどの
イベントが、また復活できたのはどのような
思いがあったからか。 
・またやりたい、見に行きたいという思い。 
・ずっと昔からやってきた伝統を引き継いで
いきたいという思い。

・コロナで一度途絶えたイ
ベントが復活しているこ
とに気付かせる。 
・見つけにくい場合は、「コ
ロナ 中止」で検索し、コ
ロナの影響で中止してい
たイベントを見つける。 
 
・道徳教材の登場人物であ
るけいちゃんの気持ちも
重ねながら、参加者の気持
ちを尋ねる。

 終末 
10 分

７ 自分の体験や経験
と重ねて振り返りを行
う。 
 
 
 
 
８   祭 り に 参 加 し た
方々のインタビュー記
事を読み、読んで感じ
たことを交流する。

〇ふるさとの応援したい祭りやイベントは
どのようなものか。 
・さんさ踊り  

４日間も行う大イベントだから。 
・さくらまつり  
 春を感じられるから。 
  
〇資料①(北上みちのく芸能祭りが３年ぶり
に開催される記事)のコメント(実行委員長
や、出演者)から、感じたことはどんなこと
か。 
・住んでいるいない問わず、伝統は大切。 
・イベントが中止になることで悔しいと思っ
ていることから、祭りに対しての情熱が伝わ
る。

・ワークシートに記入 
・理由もきき、児童が自分
事としてどのような心を
もって、応援したいのかを
言語化させる。 
 
 
・地域での活動や、子ども
たちが実際に行った活動
を思い出すなど、児童の身
近なものを取り上げる。



 
 
資料① 



第４学年 国語科学習指導案 
〇単元名「アップとルーズで伝える」「新聞をつくろう」（光村図書） 
〇単元目標  
〇単元の指導と評価の計画 （全 1３時間） 

 次 時 学習活動 指導上の留意点 ◇評価規準［評価方法］

 一 １ ①課題を確認し学習の見通し
をもつ。 
②文章構成を確かめ、段落と
写真の対応関係を読み取る。

・教科書 p.62「問いをもとう」や
「目標」を参照させ、自分なりの
課題を立てられるようにする。

◇接続する語句の役割、段落の役割に
ついて理解している。［記述・発言］
【知・技】 
 
◇考えとそれを支える理由や事例、全
体と中心など情報と情報との関係につ
いて理解している。［記述・発言］
【知・技】 
 
◇「読むこと」において、段落相互の
関係に着目しながら、考えとそれを支
える理由や事例との関係について、叙
述をもとに捉えている。[記述・発言]
【思・判・表】 
 
◇「読むこと」において、文章を読ん
で理解したことに基づいて、感想や考
えをもっている。［記述］ 
 
◇粘り強く、考えとそれを支える理由
や事例との関係などについて、叙述を
基に捉え、学習の見通しをもって、自
分の考えを伝え合おうとしている。
[観察・発言]

 ２ ③筆者の考えが書かれた文章
を見つけ、筆者の考えの伝え
方をつかむ。 
④それぞれの段落同士の関係
を読み取る。

・既習事項を基に、文章全体の内
容から筆者の考えが述べられてい
る部分を探すよう促す。 
・教科書 p.65「考えと例」を、筆
者の考えの述べ方を捉える視点と
して示す。

 ３ ⑤「アップ」と「ルーズ」を
どのように対比し説明してい
るかを捉える。

・「アップ」と「ルーズ」を対比し
て説明することでどのような良さ
があるか、グループで意見を交流
するよう促す。

 ４ ⑥「アップとルーズで伝え
る」ことについて、実際の新
聞記事の写真や本文を引用
し、自分の考えをまとめる。

・＋日報「アップとルーズで伝える 
岩手の題材」を示し、そこから一つ
選択した写真を具体例として引用す
るよう促す。 
・本文を一部引用しながら自分の
考えをまとめるようにする。

 ５ ⑦全体で文章を交流する。 ・教科書 p.63「発表の例」を見本
として示す。

 二 ６ ⑧実際の新聞を読み、新聞記
事の特徴や工夫をおさえる。

・教科書で示されている資料を視点
とし、教師が解説しながら＋日報の
記事を参照することで、新聞の特徴
をおさえられるようにする。 
・＋日報「ジュニアウィークリー」
で気になった紙面を一つ選び、どこ

◇分かりやすく伝わる新聞を作ること
について問いを見出し、学習の見通し
をもって、新聞づくりに取り組もうと
している。［観察・発言］ 
 
 



 に魅力を感じたかグループで話し合
うことで、新聞記事の工夫をつかむ
活動を設定する。

 
 

 ７ 
・
８

⑨グループごとに新聞のテー
マを決め、取材計画を立て
る。

・テーマ例をいくつか挙げ、具体的
にどんな記事ができそうかイメージ
を持たせる。 
・アンケート調査の仕方を教科書で
確認する。アンケート以外の調査方
法については、＋日報の記事から具
体例を挙げながら教師が説明する。 
・記事のテーマに合わせて取材の対
象や方法を考えるよう促す。

◇比較や分類のしかた、必要な語句な
どの書き留め方、引用のしかたや出典
の示し方を理解し使っている。［記述］
【知・技】 
 
◇「書くこと」において、書く内容の
中心を明確にし、内容のまとまりで段
落を作ったり、段落相互の関係に注意
したりして、文章の構成を考えてい
る。［割り付け・発言］【思・判・表】 
 
◇「書くこと」において、相手や目的
を意識して、経験したことや想像した
ことなどから書くことを選び、集めた
材料を比較したり分類したりして、伝
えたいことを明確にしている。［記
述・発言］【思・判・表】 
 
◇進んで書く内容の中心を明確にして
構成を考え、学習の見通しをもって、
新聞を作ろうとしている。［観察・割
り付け］【態度】

 ９ 
・ 
10

⑩取材をし、写真撮影やメモ
づくりを行う。

全次で学習した「アップ」と「ル
ーズ」の視点を踏まえて写真を選
ぶよう、既習事項を想起させる。

 11 
・
12

⑪岩手日報「クミハン」を使
用し、割付や写真の配置を考
え、記事を書く。

・6 時の内容を踏まえ、読み手の視
点から、分かりやすい割付や写真
の配置、記事の書き方を考え推敲
するよう促す。 
・＋日報クミハン「記事の書き
方」を参照し、新聞記事を書く時
のポイントを確認する。

 13 ⑫全体で読み合い、感想を共
有する。

・他グループと交流し、書き方や
紙面配置の工夫の効果について振
り返る時間を設ける。

◇新聞の特徴や工夫の良さを実感し、
今後の書く活動に活かそうとしてい
る。［観察・記述］



第６学年社会科学習指導案 
                             

１ 単元名  １０ 戦争と人々の暮らし（教育出版社「小学 社会６」ｐ214-215） ６/７時 
 
２ 本時のねらい 
  空襲による被害や本県における戦争被害について調べ、戦争によって国民が受けた被害の大きさを捉え

る。 
 
３ 評価 
  空襲による被害や本県における戦争被害についての調べ学習を通して、戦争によって国民が受けた被害の

大きさについて理解している。（知識・技能） 
 
４ 展開 

 時 学習内容と学習活動 指導上の留意点 資料
 問

題
把
握

１ 写真資料から、何があったのかを考え
る。 

 
 
２ 調べるための見通しをもつ。

・写真を通して，児童との応答の中で課題を
引き出し，課題設定へとつなげる。 
 
 
・教科書、資料集で調べることを確認す
る。

写真資料① 
 

 問
題
の
追
究

３ 空襲の様子や被害について、教科書や
資料集で調べる。 

 
 
 
 
４ 本県における空襲等の被害について新

聞記事から知る。 
 
 
 
 
 
 
 
５ 空襲の被害から人々の生活がどのよう

に変わったのかを調べる。 

支援：調べるための資料を指定（教科書）
し、読み取れることをメモするよう
に伝える。 

※教室内で相談してよいことを確かめる。 
・「空襲」の動画を視聴し、その様子につい

て理解できるようにする。 
・新聞記事①「頭上に戦闘機 恐怖今も」

（岩手日報 2025 年 11 月 5 日朝刊 19
項）新聞記事②「艦砲 恐怖の音、今
も」（岩手日報 2025 年 8 月 10 日朝刊 19
項）を提示し、本県の様子について知
る。 

・自分の住む地域でも被害があったことを
理解させ、日本全体の被害だったと理解
を深められるようにする。 

・資料として、「疎開先での献立表」「学童
疎開を体験した山田さんの話」（教科書
p215 掲載資料）、新聞記事③「奪われた
学ぶ環境」（岩手日報 2025 年 8 月 13 日
朝刊 22 項）を配付し、生活の変化につい
て調べられるようにする。 

教科書 
資料集 
 
 
動画 
 
新聞記事① 
新聞記事② 
 
 
 
 
資料 
 
 

戦争によりまちの様子や人々の暮らしはどのように変わっていったのだろう。



 
【写真資料①】 

 
（横浜市史資料室より） 
 
 
 
 

 ・資料から学童疎開する側、学童疎開を受
け入れる側の両面から生活の変化を捉え
られるようにする。 

・全国で同じような状況が起きていたこと
をおさえる。

 ま
と
め

６ 本時の学習についてまとめる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 振り返り

・本時のキーワードを使いながら、自分の
言葉で文章にしてまとめる。 
キーワード：空襲、艦砲射撃、疎開 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・本時の学びについて、振り返りを記述す

る。

【例】 
日本中のまちに空襲や艦砲射撃が行われ、建物が壊されたり、人が命をうばわれ

たりして、まちの様子は大きく変わった。空襲をさけるため疎開をした子どももい
て、人々の生活は大きく変わった。

評価 
空襲による被害や本県における戦争被
害についての調べ学習を通して、戦争
によって国民が受けた被害の大きさに
ついて理解している。（知識・技能） 
ノートへの記述、発言



【新聞記事①】                   【新聞記事②】 

 

【新聞記事③】 

 



第６学年 社会科学習指導案 
 
１．単元名：「幕府の政治と人々の暮らし」（教育出版：『小学社会６』） 
 
２．単元の目標 
   江戸幕府の政治の仕組みや社会の様子について、江戸幕府の始まり、参勤交代や鎖国などの幕府

の政策、身分制などに着目して、地図や年表などの資料で調べたりしてまとめ、江戸幕府の政策の意
図や社会の様子を考え、表現することを通して、江戸幕府が政治を行った頃、武士による政治が安定
したことを理解できるようにするとともに、主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度を養
う。 

 
３．単元の評価規準 

 
４．指導と評価の計画（全６時間）           ※太字は、評価したことを記録に残す場面 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
 ①世の中の様子、人物の動きや

代表的な文化遺産などについ
て、遺跡や文化財、地図や年表
などの資料で調べ、必要な情
報を集め、読み取り、江戸の始
まり、参勤交代や鎖国などの
幕府の政策、身分制を理解し
ている。 

②調べたことを年表や文などに
まとめ、武士による政治が安
定したことを理解している。

①世の中の様子、人物の動きや
代表的な文化遺産などに着目
して、問いを見いだし、江戸の
始まり、参勤交代や鎖国など
の幕府の政策、身分制につい
て考え表現している。 

②江戸の始まり、参勤交代や鎖
国などの幕府の政策、身分制
を関連付けたり総合したりし
て、この頃の世の中の様子を
考え、適切に表現している。

①江戸の始まり、参勤交代や鎖
国などの幕府の政策、身分制
について、予想や学習計画を
立てたり、学習を振り返った
りして、学習問題を追究し、解
決しようとしている。

 時間 ねらい 〇主な学習活動・内容■新聞記事 評価方法【評価規準】
 1 大名行列について

話し合うことを通し
て、江戸幕府の政治
について学習問題を
つくり、学習計画を
立てることができる
ようにする。

〇大名行列が行われるようになっ
た理由を考え、江戸幕府の政治の
仕組みや社会の様子について学習
問題をつくり、学習計画を立てる。 
・単元の学習問題の設定 
・学習問題の予想 
・学習計画の立案 
 
 
 

発言内容やロイロノートへの記
述から「大名行列の様子から、問い
を見いだし、学習問題として表現し
ているか」を評価する。 【思－①】 

 
発言内容やロイロノートへの記

述から「予想や学習計画を立て、解
決の見通しをもっているか」を評価
する。        【態－①】江戸幕府は、どのようにして力を強めていったのだ

ろう。



 2 大名配置図や武家
諸法度、参勤交代の
制度などを調べ、江
戸幕府の大名支配の
仕組みを理解できる
ようにする。

〇大名配置図や武家諸法度、参勤
交代の制度などについて調べ
る。 

・幕府は、大名の配置や武家諸法
度などのしくみをつくり、強い
力で大名を支配した。 

■「『伊達藩最北』歩む歴史」 
(2023.8.15) 

■「資料に学ぶ盛岡の参勤交代」 
(2021.8.13)

 ノートやロイロノートへの記述、
発言内容から「大名配置図や武家諸
法度、参勤交代の制度などを調べ
て、大名支配の仕組みを理解してい
るか」を評価する。  【知－①】

 3 身分制度のもとで
の人々の暮らしを調
べ、江戸幕府の人々
に対する支配の仕組
みを理解できるよう
にする。

〇百姓や町人の暮らしの様子を調
べる。 

・幕府は、身分制度のもと、さまざ
まな負担を負わせたり制限を設
けたりして、人々を支配した。 

■「『晴食』まめぶ 心待ち」 
(2021.11.18)

ノートやロイロノートへの記述、
発言内容から「身分制度のもとでの
人々の暮らしを調べて、江戸幕府の
人々に対する支配の仕組みを理解
しているか」を評価する。【知－①】

 4 鎖国の経緯や内容
を調べ、鎖国政策が
幕府の支配に及ぼし
た影響を理解できる
ようにする。

〇幕府が鎖国政策をとった経緯を
調べる。 

・キリスト教が広がることをおそ
れた幕府は、鎖国を行い、外国の
情報や貿易の利益を独占した。 

■「信教と製鉄の里 伝承」 

(2021.8.2) 

■「キリシタン弔う慰霊碑」 

(2022.9.18)

ノートやロイロノートへの記述、
発言内容から「鎖国の経緯や内容を
調べて、鎖国政策が幕府の支配に及
ぼした影響を理解しているか」を評
価する。       【知－①】

 5  鎖国下での江戸時
代の外国との交流を
調べ、幕府の外交政
策や交易の様子を理
解 で き る よ う に す
る。

〇鎖国下での外国との交流の様子
を調べる。 

・中国・オランダだけでなく、朝
鮮、琉球王国、アイヌの人たちと
交流・交易していた。 

■「アイヌの『跡』一冊に」 
(2021.11.7) 

■「アイヌ 江戸時代の遺構」 
 (2023. 10.30) 

■「県内アイヌ語地名の参考書」 
(2023.8.9) 

■「岩手と東北アジア２・３」 

ノートやロイロノートへの記述、
発言内容から「鎖国下での江戸時代
の外国との交流を調べて、幕府の外
交政策や交易の様子を理解してい
るか」を評価する。  【知－①】



 
５．本時の指導（４／６） 

（１）本時のねらい 

　　　　鎖国の経緯や内容を調べ、鎖国政策が幕府の支配に及ぼした影響や鎖国下での交易の様子を捉

える。 

（２）本時の展開 

 (2022.10.9/16) 
■「通信使復元船８月初来航」 

(2023.6.22) 
■「日韓関係 良くなるの？」 

(2023.4.25)
 6 これまでの学習を

もとに、江戸幕府の
政治によって、武士
の政治が安定したこ
とを理解し、幕府の
政策と人々の暮らし
や社会の様子を関連
付けて考え、表現で
きるようにする。

〇学習問題に対する自分の考え
を、伝え合う。 

・大名や人々、海外に向けて行っ
た政策が、支配するために効果
があった。 

〇これまでの学習を振り返り、自
分の考えをまとめる。 

・江戸幕府が政治を行った頃、武
士による政治が安定した。 

■「家康の知恵『現代に生きる』」 
(2023.9.21)

 ロイロノートの記述から「これま
での学習をまとめ、武士による政治
が安定したことを理解しているか」
を評価する。     【知－②】 
 

ロイロノートの記述から「江戸幕
府の政治について、学習してきたこ
とを基に、幕府の政策と人々の暮ら
しや社会の様子を関連付けて考え、
表現しているか」を評価する。 

【思―②】

 〇学習活動と主な発問 □資料 ◇留意点　☆評価

 

導
入
（
つ
か
む
）

〇絵ふみの様子から外国との交流が変化していった

ことを捉え、学習問題を立てる。 

　・何かを踏んでいる。 

　・どうしてこんなことをする必要があるのだろう 

か。 

　 

 

□イラスト「キ

リスト教の取り

しまり」 

□写真「絵ふみ

に使われた像」 

◇資料を提示し、キリ

スト教に対する幕府の

姿勢を捉えさせる。 

 

◇信長・秀吉の対外政

策を振り返る。

 〇学習問題に対する予想を考える。 

・キリスト教の人が何か悪いことをするようにっ

たのではないか。 

　・大名や人々を力でおさえたように、キリスト教

も力でおさえようとしたのではないかな。 

 

 

 

 

 

◇学習問題について自

分なり予想を立てさ

せ、主体的に追究でき

るようにする。 

 

江戸幕府は、なぜキリスト教を禁止したのだろ

う。



 

 

展
開
（
し
ら
べ
る
）

〇学習問題について調べる。 

 

〇調べたことを発表する。 

　・キリスト教の信者が増えたから禁止した。 

　・最初は許していたけど、幕府のいうことを聞か

なくなることをおそれて禁止した。 

　・「島原・天草一揆」というのが起きた。一揆は、

年貢とキリスト教への厳しい取り締まりに反対

して起きた。 

　・キリスト教の信者を見つけ出して処罰するため

に絵ふみを行った。 

 

〇スクラップしてきた新聞記事から、岩手県内の当 

時の様子について調べる。 

　・多いときで３万人の信者がいたとされている。 

　・キリシタンが製鉄技術を教えてくれた。 

　・幕府の弾圧で３００人以上が処刑された。 

（宮城米川では１２０人） 

 

〇調べたことをもとに、鎖国政策は国内にどのよう

な影響を及ぼしたのか考え、話し合う。 

　・外国との関わりが制限された。 

　・外国の情報や貿易の利益は、幕府が独占するよ

うになった。 

　・幕府の力がますます高まった。 

□地図「日本と

東アジア各地と

の貿易」 

□イラスト「島

原・天草一揆」 

□年表「鎖国ま

での流れ」 

□イラスト「長

崎の出島」 

□イラスト「出

島での貿易の様

子」 

■スクラップ記

事「信教と製鉄

の里　伝承」 

(2021.8.2) 

■スクラップ記

事「キリシタン

弔う慰霊碑」 

(2022.9.18) 

◇教科書や資料集、タ

ブレットなどを活用し

て調べ、まとめさせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇自分たちが住んでい

る岩手県内のことも関

連付けて学び、理解を

深められるよう新聞の

スクラップ記事を提示

して考えさせる。 

 

◇調べたことを根拠

に、鎖国が及ぼした影

響を考えられるよう

に、問いかけをする。 

 

終
末
（
ま
と
め
）

〇江戸幕府の鎖国政策についてまとめる。 

　 

 

 

 

〇本時の振り返りをロイロノートに書き、送る。 

 

 

 

 

 

 

 

◇江戸幕府が行った鎖

国政策の経緯やその影

響を捉えさせる。 

 

 

☆「鎖国政策が幕府の

支配を強めたことや外

国との関係について捉

えているか」を評価す

る。【知】

江戸幕府は、キリスト教が広まり、幕府の命令を聞かなくな

ることをおそれ、鎖国をし、キリスト教を禁止した。



第２時 

 



第３時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第４時 

 

 



第５時 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第６時 



第 6学年理科学習指導案 

 

１　単元名　　11　地球に生きる（東京書籍） 

 

２　単元の目標 

　生物と水，空気及び食べ物との関わりに着目して，それらを多面的に調べる活動を通して，生物と

持続可能な環境との関わりについて理解を図り，観察，実験などに関する技能を身に付けるととも

に，主により妥当な考えをつくりだす力や生命を尊重する態度，主体的に問題解決しようとする態度

を育成する。 

 

３　単元の評価規準 

 

４　単元計画 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

 ①生物は，水及び空気を通して

周囲の環境と関わって生きて

いることを理解している。  

②人は，環境と関わり，工夫し

て生活していることを理解し

ている。  

③生物と環境について，観察，

実験などの目的に応じて，器

具や機器などを選択して，正

しく扱いながら調べ，それら

の過程や得られた結果を適切

に記録している。

①生物と環境について，問題を

見いだし，予想や仮説を基

に，解決の方法を発想し，表

現するなどして問題解決して

いる。  

②生物と環境について，観察，

実験などを行い，生物と環境

との関わりについて，より妥

当な考えをつくりだし，表現

するなどして問題解決してい

る。

①生物と環境についての事物・

現象に進んで関わり，粘り強

く，他者と関わりながら問題

解決しようとしている。  

②生物と環境について学んだこ

とを学習や生活に生かそうと

している。

 時 〇学習活動 ・指導上の留意点◇評価【評価方法】

 １ 〇地球の写真やこれまでの理科の学習について

振り返り，学習計画を立てる。 

 

 

・教科書で学ぶほか，+日報を活用して「今

何が問題なのか」「行われている取り組み

は何か」「自分にできることは何か」につ

いて，クミハンを活用してまとめていく

ことを確認する。 

◇思①【ノート，発言等】

 ２ 

３

〇教科書を活用して，人と空気・水・生き物と

のかかわりや人の暮らしが及ぼす影響，世界

で行われている工夫等についてまとめる

・教科書を活用しながら，基本的な知識や

世界や日本で行われている工夫について

理解できるようにする。 

◇知①，知②【ワークシート，発言等】 

◇主①【ワークシート，取組の様子等】 

 

これからも地球で暮らしていくために，

私たちに何ができるのだろう。



 

５　本時の指導 

(１)　本時の目標 

　発表会を通じて，地球で暮らしていくために様々な取り組みが行われていることを知り，自分にで

きることも多数あることを理解し，これからの自分の行動について考え，まとめることができる。 

 

(２)展開 

 ４ 

５ 

６

〇+日報の活用の仕方（クミハンの使用含む）に

ついて学ぶ。 

〇+日報の記事を活用しながら現在の問題や行わ

れている取り組みを調べ，それを踏まえて自

分にできることも含めてクミハンにまとめ

る。

・+日報を活用することでより身近な問題と

してとらえられるようにする。 

・豊かな表現力を醸成するため，クミハン

を活用してまとめられるようにする。 

・クミハンには，自分の見つけた記事を張

り付けるだけでなく，それについての考

えを記入するよう促す。 

・記事の内容だけで理解できない事柄につ

いてはインターネットや図書などを活用

して調べるように促す。 

・適宜，友達と交流する機会を取り，より

多角的な視点で問題を捉え，内容を充実

させるように努める。 

◇知③【クミハン，ワークシート等】 

◇思②【クミハン】 

◇主②【クミハン，取組の様子等】

 ７ 

８

〇異なるテーマを調べたもの同士のグループ発

表会と代表者による全体発表会を行う。 

〇自分のクミハンと友達の発表を比較しながら

聞き，これからの自分の生活の仕方や身に付

けた力等を振り返りとしてまとめる。

・同じ内容だとしても，まとめ方の違い等

にも目を向けさせ，様々な視点からお互

いの発表を認め合う雰囲気づくりに努め

る。 

・自分の内容のみならず他者の内容も含

め，これからの自分について展望を持て

るようにする。 

◇思②【クミハン，発表内容】 

◇主②【振り返りシート】

 学習活動 指導上の留意点

 導

入

１　本時の学習課題を確認する。 

　お互いの発表を聴き合い，自分たちにできるこ

とをまとめよう。

・児童が何について調べたか一覧にして置

き，発表に対する意欲を喚起する。

 展

開

２　発表の仕方を確認する。 

 

 

 

・3～4 人，異なるテーマを調べたグルー

プを作り，発表し合うことを確認する。

自分たちで司会，発表，計時，コメント

などを分担することも確認する。 



 

 ３　グループ内発表 

 

 

４　全体発表 

 

 

５　感想交流 

　全体発表に対して，共通点や差異点など，発表

を通して感じたことなどを交流する。

・発表については，発表の仕方，まとめ

方，考えの一貫性等，多様な観点でコメ

ントできるように促す。 

・各グループで代表者を決める（第 1，第

2候補まで）。発表テーマが重複する場

合は，教師が全体調整を行う。 

 

 

 

◇生物と環境について，観察，実験などを

行い，生物と環境との関わりについて，

より妥当な考えをつくりだし，表現する

などして問題解決している。 

　（思②：発表内容，クミハン）

 終

末

６　振り返り 

　自分の意見や考えと発表を通して考えたことを

組み合わせて，単元の最初に建てた問いに対して

の自分の考えを文章でまとめる。

 

 

 

◇生物と環境について学んだことを学習や

生活に生かそうとしている。 

　（主②：ワークシート，発言）



「浜辺が示す海と人」　岩手日報２０２４年８月２４日 

「めざそう海ごみゼロ」岩手日報２０２０年９月２２日 



理科学習指導案 
日　時：令和〇年〇月〇日（〇）〇校時 
対　象：〇年〇組 
場　所：〇年〇組教室 
指導者：〇〇〇〇 

 
１　単元　地球の大気と天気の変化　４章　大気の動きと日本の四季（啓林館） 
 
２　本時の指導 
（１）ねらい 
　　　日本の四季の天気の特徴は、日本列島周辺の気団の変化やそれに伴う風や気圧配置

等により変化していることを理解する。 
（２）評価 
　　　日本の四季の天気の特徴は、日本列島周辺の気団の変化やそれに伴う風や気圧配置

等により変化していることを理解している。【知識・技能】（単元テストにて評価する） 
（３）展開 

 学習内容・学習活動 手立て等・　◇評価

 導 
入 
 
５
分

１　日本の四季と天気の特徴を捉える 
 
 
２　課題の設定 

・季節ごとの気温、湿度、天気等の特徴
を抑える。 

・春と夏の間の梅雨の時期にもふれる。 
 

 展 
開 
 
30
分

 
３　課題解決 
（１） 個人学習 

・新聞記事を読みながら、季節ごと
の天気の特徴と関係する気団、
風、前線、気圧配置等についてま
とめていく。【資料１】 

 
 

（２） グループ交流 
　　・グループで季節ごとの天気の特徴

と関係する気団、前線、風、気圧
配置等についてまとめる。 

 
（３） 全体交流 

・日本周辺の３つの気団と移動性高
気圧を理解する。 

　　・全体で季節ごとの天気の特徴と関
係する気団、風、前線、気圧配置
等を確認する。 

 
 

 
 
・早く終えた生徒には教科書を併用し
て、季節ごとの天気の特徴やそれが何
に起因しているかについてより詳しく
調べても良いこととする。 

・「太平洋気団」は教科書では「小笠原
気団」となっており、読み替えて学習
することを伝える。 

 
・一人で進めていくことが難しい生徒の
ために、グループ内で質問できる場面
を設定する。 

 
 
・日本の四季の天気の特徴が気団と移動
性高気圧等によって変化していること
を押さえる。 

・その季節を象徴する天気図を提示し、
四季による天気図の違いや特徴に、気
圧配置と合わせてふれる。 

 

 終 
末 
 
15
分

 
４　振り返り 
 
５　次回へ向けて 

・３つの新聞を見比べて、日本列島に
おける積雪の特徴を捉える。 

　【資料２～４】

 
・本時で学んだこと、気付いたことや疑
問等を記入する。 

 
・日本海側の積雪が多く、太平洋側の積
雪にはあまりふれられていないことを
確認する。

日本の四季の天気の特徴は、何によって変化しているのだろう？

日本の四季の天気の特徴は、日本列島周辺の気団の変化やそれによる風
（季節風、偏西風）の影響や気圧配置などによって変化している。



【資料１】 

 



【資料２】 

 
 
 
【資料３】 

 
 
 
 



【資料４】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
【各季節の特徴と起因】 
梅雨・・・オホーツク海気団（冷たい、湿潤）と小笠原気団（温かい、湿潤）が接触
したところに前線（梅雨前線）ができるために起きる。 
 
夏・・・小笠原気団（温かい、湿潤）が日本列島を覆うから暑くてじめじめする。 
    南東から季節風が吹く。（南高北低の気圧配置、にわか雨や雷など） 
 
秋・・・オホーツク海気団が勢力を増し、太平洋高気圧と接触して前線（秋雨前線）
ができる。その後、偏西風により移動性高気圧と温帯低気圧がくる。 
 
冬・・・シベリア気団（冷たい、乾燥）が日本を覆い、気温が低く乾燥する。 
    北西の季節風が吹く。西高東低の気圧配置になる。 
 
春・・・シベリア気団が弱まり、偏西風により高気圧と低気圧が周期的に訪れる。 
    「三寒四温」で徐々に気温が上がる。（「三寒四温」って？⇒教科書へ）



中学校道徳学習指導案 
日　時　令和 8 年１月 22 日(月)　3 校時 
学　級　2 年　組　 
授業者　菊池　雄一郎 

１．主題名　 「自分にできること」 
２．内容項目 （D-19）生命の尊さ 
３．資料名　 「災害　どう身を守る？」（出典　岩手日報(2012 年 8 月 30 日朝刊 10 頁) 
４．本時のねらい 
　　災害がおこったとき、自分自身のいのちをどう守るべきか、また家族や周りのために何ができるか、ど

のように行動すべきか判断する力を育てる。 
（１）本時の展開案 

 段

階
学習活動

授業者の発問(〇)（※◎は中心発問）と 
予想される生徒の反応(・)

指導上の留意点

 導

入 
15 
分

１　価値について考える 
 
 
 
 
 
 
 

○もしも、皆さんの住んでいる場所で津波が起こったら、ど

う行動するか？ 

　・逃げる 
　・とにかく高いところへ逃げる 
〇その時、あなたの家族が「ここを逃げない」と言ったら、

あなたはどうするか？ 
・置いていく 
・連れていく 

〇（連れていくと答えた生徒に）もしその家族に障害があり

あなただけで連れていくことが難しい時は、あなたはどう

しますか？

・実際に内陸の生徒は、自分

が仕事や家族の引っ越しでと

いうイメージで考えてもら

う。 
・生命にかかわることなの

で、生徒の状況に配慮しなが

ら進めていく。 
・「逃げない」と言って、実際

に津波の犠牲者になった人に

ついても触れる。

 展

開 
25 
分 
 

 
２　教師の範読 
３　感じたことを話し合う 
４　記事を読んで、「にげま 

しょう」という言葉につ 
いて考える 

 
５　価値に迫る 

 
 
〇読んで感じたことを近くの人と話してみよう。 
○「にげましょう」という言葉についてどう思うか？ 

・共感できる 

・難しいのではないか 

　　→　二項対立で話し合う。 

◎「『こんな災害で死んでたまるか』という気持ちが弱くな

っている。」と河田教授は感じているのはなぜか？ 

　・自分は生きていてもしょうがない 

　・「生きたい」と思う気持ちが弱い 

〇中学生のあなたができることは何か？ 

　・自分のいのちを大切にする。 

　・「いのちは大事」と伝え続ける。

 
・隣近所と話し、2 名程度発

表してもらう。 
・二項対立にしながら、生徒

が感じたことを考えていく。

導入で話したようなことも想

起しながら進める。 
・「自分は必要ない存在」と考

えてしまっているなどを、感

じ取らせたい。 
・「祖父母に連絡する」だけの

生徒は、それがなぜ必要か考

えさせる。

 終

末 
10

分

６　振り返り 
７　教師の説話

○今日の授業で感じたことをまとめてみましょう。 
〇岩手日報「人を想うてんでんこ」を読む 
　　　　　（2013 年 2 月 21 日『日報論壇』）

ワークシートに記入 
・いのちの大切さと人とのつ

ながりについての考えを持た

せたい。

課題：災害で私たちができることは何か？



 
 



数学科学習指導案（略式） 
   日 時 令和○年△月◇日 
   学 級 □□中学校 ３年▽組 
   授 業 者 氏名非公表 

本時について 
（１）主題 
   身のまわりの調査について調べてみよう。 
（２）指導目標 

 身のまわりで行われている調査には全数調査と標本調査があることを知り、標本調査の必要性と実施する
意味を理解する。 

（３）評価規準 
◎標本調査が行われる例について、全数調査ではなく標本調査が行われる理由を考え、説明することができ
る。【思考・判断・表現等】 

（４）指導の構想 
 導入では、全数調査と標本調査の概要について学び、日報＋の記事に記載されているさまざまな調査にお
ける調査方法や調査対象などを調べる。 

展開では、日報＋で調べたそれぞれの記事をもとに、全数調査と標本調査の特徴を考え、そのうえで標本
調査を行う理由について考える。その後、標本調査に関する基本知識を学び、教科書問題に取り組む。 

まとめでは、標本調査を行う意味を子どもたち自身の言葉でシートに記入し、本時の振り返りを行う。 
（５）展開 

 学習内容 指導内容・教師の発問 予想される児童の反応 留意点・評価
 導入 

（２０分）
1.導入 
○前回の振り返りと新た
な知識について学ぶ。 

調査の対象となる集団
全体について調査を全数
調査という。一方で、集団
の一部分を調査して、集団
全体の傾向を推測する調
査を標本調査という。 

 
2.それぞれの調査の種類に
ついて 
○日報＋を用いて、以下の
調査は「標本調査」と「全
数調査」のどちらに分類さ
れるかグループで考える。 
1 全国学力・学習状況調査 
2 出口調査 
3 国勢調査 
4 視聴率調査 
5 世論調査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・標本調査は 2 4 5 かな。 
・ほかの調査はどうなのだろう
ね。 
 
 

□授業前にパソコン
の準備を呼びかける。 
□授業プリントをロ
イロノートで配布す
る。 
 
 
 
 
 
 
 
□時間に余裕があれ
ば、日報＋で他にさま
ざまな調査について
調べるよう促す。 
□出来るだけ調査方
法や調査対象が詳細
に記述されている記
事を選ぶよう呼びか
ける。 



 6 （インフルエンザの）感
染者数調査 

 
→すべて全数調査を行え
ば確実なのでは？どうし
て標本調査をするのだろ
うか？ 
 
3.課題提示 
 
 

 
 
 
・確かに全部調べたほうがデー
タとして確実だよね。 
・全員に調べたら時間がかかり
そうだ。

 
 
 
□全数調査のほうが
確実であることは学
級全体で一致させる。

 展開 
（２０分）

4.標本調査について調べる 
○全数調査、標本調査に関
する新聞記事の内容をみ
て、それぞれの特徴を各グ
ループで考える。…① 
 
 
 
○教科書 p215 問１を提示
し、缶詰の品質調査で標本
調査を実施する理由を考
える。…② 
 
○①と②で考えたことか
ら、標本調査を行う意味な
どについてグループで考
えを深める。 
 
○グループの考えを全体
で発表する。 
 
 
5.標本調査の知識について 
○用語を学ぶ。 

標本調査を行うとき、傾
向を知りたい集団全体を
母集団、母集団から取り出
して調べたものは標本と
いう。 

 

 
・全数調査は、対象となる全員
のデータが必要な時に調べて
いるね。 
・標本調査の内容は一部を調べ
て全体の傾向を予測している
のだね。 
 
・缶詰全部を調べると、売り物
がなくなっちゃうね。 
 
 
 
・標本調査は、コストや手間、
時間をかけずに出来る。 
・商品などをすべて壊すおそれ
もない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□グループの考えは
ロイロノートにまと
めて提出するよう呼
びかける。 
 
□グループの意見は
スクリーンで全体交
流をする。

　標本調査が行われるのはどのような場合か考えよう。



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ○教科書 p216 問２に取り
組む。 

・母集団は有権者全員だね。 
・標本は選び出された人。 
・標本の大きさは 1000 だね。

 まとめ 
（１０分）

6.まとめ/振り返り 
○標本調査の意味を授業
シートに記入するととも
に、本時の振り返りを行
う。 

  
◎標本調査が行われ
る例について、全数調
査ではなく標本調査
が行われる理由を考
え、説明することがで
きる。（机間巡視、発
表、授業シート）



（６）授業プリント（以下の内容をロイロノートで配布する）                  
 　　　組　名前　　　　　　　　　　　　　　　　 

 
 
 
 
 
 
 
● 次の調査はどちらに分類される？（日報＋で調べてみよう） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈本時の課題〉 

 
 
 
 
① それぞれの調査の特徴 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② P215 問１　缶詰の品質調査を標本調査で行う理由は？ 

 

 

 

調査の対象となる集団全体について調査を　　　　調査という。 

一方で、集団の一部分を調査して、集団全体の傾向を推測する調査を　　　　調査

という。

1全国学力・学習状況調査                調査 

2 出口調査                  調査 

3 国勢調査      　　　　　　調査 

4 視聴率調査                 調査 

5 世論調査                  調査 

6 （インフルエンザの）感染者数調査              調査



● ①と②から、標本調査を行う意味は何だろう？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● P216 問２　 

 

 

 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

〈まとめ〉　標本調査を行う意味は？（自分の言葉で記述しよう）　 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 本時の振り返り　 

 

 

 

 

 

 

 　　調査を行うとき、傾向を知りたい集団全体を　　　　、　　　　から取り出

して調べたものは　　　という。



（７）本授業で生徒が参考にすると想定される、各調査に関する日報＋の記事 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

世論調査



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国勢調査

全国学力・学習状況調査



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

感染者数調査

視聴率調査

出口調査



第３学年英語科　学習指導案 

 

１　単元（題材）名「Program５The Story of Chocolate」（開隆堂 SUNSHINE ENGLISH COURSE book3） 

　　　　　　　　　　Step 4 ディスカッションで使う表現をおさえよう 

 

２ 単元の目標  

自分の意見を相手に伝えるための英語表現や会話を継続させるための表現を使用し、お互いの考え

をより深めるために、自分の考えを理由を含めて、伝えあうことができる。                        

 

 

３　単元の評価規準 

 

 

４　指導と評価の計画 

 

 

５　本時の指導(１/２時間) 

（１） 目標　新聞記事を読んで、意見を英語で相手と伝え合う。 

（２）展開 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

 自分の意見を相手に伝えるため

の表現や会話を継続させるため

の表現を理解し、使用すること

ができる。 

お互いの考えをより深めるため 

に、相手の意見に対して自分の

意見を返したり、相手の発言に

対して質問するなど、英語での

やり取りを継続させている。 

お互いの考えをより深めるため 

に、相手の意見に対して自分の

意見を返したり、相手の発言に

対して質問するなど、英語での

やり取りを継続させようとして

いる。 

 時間 ねらい（■）、言語活動等（丸数字） 知 思 態 備考

 

１ 

本時

■新聞記事を読んで、自分の意見を英語で話す。 

①活動の確認をし、岩手日報＋のアプリの記事を読む。 

②意見を伝える時の表現や会話を継続させるための表現などを確

認する。 

③ペアで意見を伝え合い、その内容を踏まえ自分の考えを書く。

 

２

■相手の意見に対して応答したり質問したりするなど、即興で対

応しながらやり取りを継続する。 

①前時に提出してもらった意見から、いくつか紹介する。 

②前時に学んだ意見をやり取りするための表現を確認する。 

③３～４人のグループに分かれ、対立する意見をもつグループ同

士で意見を発表し合う。聞いている生徒は、どちらのグループ

の意見により納得できたか、その理由とともにタブレットに記

録し、提出する。 

④自分や友達がやり取りした内容を思い出しながら、最終的な自

分の考えをワークシートにまとめる。

〇 〇 〇

観察 

ワーク 

シート

 時

間
学習内容 学習活動

指導上の留意点 

評価の観点

 
導

入 

５　

分

１　挨拶 

 

２　活動の確認 

 

・英語で挨拶をする。 

 

・本時の授業の目標、授業の流れを確認し、本時のゴール

を生徒と共有する。 

 

 

 

 

 

 
新聞記事を読んで、意見を英語で伝え合おう。 

「中学生は紙の教科書とデジタル教科書のどちらを使うべきか？」

記録に残す評価は行わない。た
だし、ねらいに即して生徒の活
動の状況を確実に見届けて指導
に生かすことは行う。活動させ
ているだけにならないよう十分
留意する。



 

展

開 

　

35 

分

　３　記事紹介 

 

 

　４　モデル呈示 

 

 

５　表現確認 

 

　６　長所と短所

の比較 

 

　７　ディスカッション１ 

 

　８　発表 

 

 

９　ディスカッション２ 

 

１０　発表

・岩手日報＋のアプリからデジタル教科書と紙の教科書を

比較した記事を読む。 

 

・T1と ALT が紙派とデジタル派に分かれ、それぞれの側の

長所を理由を含めて英語で話す。 

 

・ディスカッションで使う表現を確認する。 

 

・紙の教科書・デジタル教科書の長所と短所について全体

から意見を取り、英語での表現の仕方を考える。 

 

・ペアで２分間ディスカッションをする。 

 

・ペアでの会話を発表する。 

・英語で言えなかった表現について全体で確認する。 

 

・次のペアで２分間ディスカッションをする。 

 

・ペアでの会話を発表する。 

・英語で言えなかった表現について全体で確認する。

・読み終わ

ったら、日

本語で友達

と意見交換

しても良い

ことを伝え

る。 

 

 

 

 

・発表時に

英語での表

現の仕方が

分からなか

ったものに

ついては日

本語で言っ

て良いと伝

える。

 

ま

と

め 

10　

分

１１　振り返り 

 

 

 

１２　次時の予告 

・タブレットに自分が話した意見や友達の意見でいいなと

思った意見、言いたかったけど言えなかった表現につい

て記入し、提出する。 

 

・次時は紙の教科書派とデジタル教科書派のグループに分

かれて、「Which is better for junior high school 

students, paper textbooks or digital textbooks?」と

いうテーマでディベートを行うことを予告する。

 



〔高等学校版〕 

学習指導案 
 
１ 日 時  
２ 実 践 校  
３ 学 級  
４ 担 当 者 岩手大学教育学研究科教育実践専攻 佐藤 錦 
５ 教 科 書 精選工業情報数理（文部科学省検定済教科書 ７実教/工業 719 高等学校工業科用） 
６ 単 元 名 第２章 コンピュータの基本操作とソフトウェア 

第３節 アプリケーションソフトウェア 
７ 単元目標 （１）コンピュータの正しい利用手続き，マウス・タッチスクリーン・キーボードなど

の基本的な操作について理解する。 
（２）作成したデータの保存や利用に必要な補助記憶装置と取扱いについて理解する。 
（３）アプリケーションソフトウェアの種類を理解し，実際に使えるようにする。 

８ 評価規準 評価の観点 
１【知識・技能】 ２【思考力・判断力・表現力】 ３【主体的に学習に取り組む態度】 

９ 本時の指導計画 

 規 準 具体的な生徒の姿等
 十分満足できると判断される

状況(Ａ)
１B を満たし, 情報の種類によって適切なアプリケーションソフトウェアを選択して使いこなす技術を習得している。 
２B を満たし，アプリケーションソフトウェアを活用して情報をデザインし表現できる。 
３B を満たし，アプリケーションソフトウェアについて興味を持ち，意欲的に学習に取り組み，協働して学ぼうとして
いる。

 概ね満足できると判断される
状況(Ｂ)

１アプリケーションソフトウェアに共通する基本的な操作などの技術を習得している。 
２アプリケーションソフトウェアの中から必要なソフトウェアを選択することについて思考・判断でき，自分の考えを
表現できる。 
３機器の基本操作，記憶装置の取扱いなどに関心を持ち，意欲的に学習に取り組み，協働して学ぼうとしている。

 努力を要する生徒への指導の
手立て

机間指導による個別対応を行い，機器操作及び「＋日報」の活用（操作方法）に困難がある生徒に対しては，助言・助
力を施す。

 段
階

時
間 学習活動 期待する生徒の姿 ◆:留意点 ◇:資料

 導
入

5
分

1 ｢+日報｣の操作方法(復習) 
①前日の記事を検索する｡

1 ｢+日報｣の検索機能を活用し,記事を検索
及び表示することができる｡

◆:｢+日報｣の操作方法をｽｸﾘｰﾝに
提示する｡

 

展
開

35
分

▶発問:あなたは,ﾗｲﾀｰとして地
域(県内)の情報を発信する仕事
に就いています｡｢+日報｣を活
用して,地域の情報を検索(複
数)し,ﾚﾎﾟｰﾄとしてまとめてく
ださい｡ただし,情報の種類は問
わないこととし,文字･画像等を
活用してください｡ 
 
2 ｢+日報｣を活用し,ﾚﾎﾟｰﾄを作
成する｡ 
① +日報から,県内の記事を調
査する｡ 
② ①で選定した記事のﾚﾎﾟｰﾄ
を｢日本語ﾜｰﾄﾞﾌﾟﾛｾｯｻ｣を活用
して作成する｡

2① ｢+日報｣の検索機能を活用することがで
きる｡ 
2① 選定した理由を説明することができる｡ 
2② 文字･画像等を活用したﾚﾎﾟｰﾄを作成す
ることができる｡ 
2② 時間内(約 30 分間)でﾚﾎﾟｰﾄを完成させる
ことができる｡ 
 
備考:複数とは,例えば｢盛岡市のｲﾍﾞﾝﾄ｣につ
いて調査をする場合,複数のｲﾍﾞﾝﾄ記事を検索
しまとめるということを指す｡

◆:事前に本時の授業内容を提示
する｡ 
◆2①:｢+日報｣の操作方法を前時
までに学習する｡ 
◆2②:日本語ﾜｰﾄﾞﾌﾟﾛｾｯｻの操作
方法を前時までに学習する｡ 
 
◆:出力用紙サイズは｢A4 版表面
1 枚以内｣とし,余白は特に指定し
ない｡ 
◆:ﾃﾞｰﾀの記憶媒体は各人の,USB
ﾌﾗｯｼｭﾄﾞﾗｲﾌﾞとする｡ 
◆:各人で同一の記事になっても
よい｡ 
◆:ﾚﾎﾟｰﾄのﾚｲｱｳﾄ(様式)は指定し
ない｡

 終
末

10
分

1 ﾃﾞｰﾀの保存を行う 
2 本時の学習内容の振り返り

1 ﾃﾞｰﾀ保存状況の確認を行う｡ 
2 学習内容の振り返りを行う｡


